	取  締  役  会  議  事  録
会社法370条に基づく決議の省略



当会社定款第〇〇条及び会社法第370条の規定により、取締役会の決議があったものとみなされたので、会社法施行規則第101条第4項第1号に基づき、本議事録を作成する。
1　取締役会の決議があったものとみなされた事項の内容
　　本店移転の件
　　当会社の本店を　　年　月　日をもって　　　　　　　　　　　　　　　　に移転する。移転に関する細目は代表取締役に一任する。
2　当該事項の提案をした取締役の氏名
　　代表取締役　〇〇 〇〇
3　当該提案に同意をした取締役の氏名及び同意の方法
　　取締役　〇〇 〇〇、取締役　〇〇 〇〇、取締役　〇〇 〇〇、代表取締役　〇〇 〇〇
　　議決に加わることができる取締役の全員が、　　年　月　日までに書面により同意の意思表示をした。
4　監査役の異議の有無
　　監査役〇〇 〇〇は、本提案について異議を述べなかった。
5　取締役会の決議があったものとみなされた日
　　　　年　月　日
6　議事録の作成に係る職務を行った取締役の氏名
　　代表取締役　〇〇 〇〇

　　　　年　　月　　日
	作成
会社名
代表取締役　　　　　　　　　　　　印




※　この方式を使うには、定款に決議の省略の定めがあり、議決に加わることができる取締役の全員が書面又は電磁的記録で同意し、監査役設置会社では監査役が異議を述べていないことが必要です（会社法370条）。会議を開いていないため、開催日時・場所や議事の経過は記載せず、出席取締役の署名も要しません。取締役会への報告事項は370条では省略できません（会社法372条）。同意を記載した書面は、議事録とあわせて10年間本店に備え置きます（会社法371条1項）。登記に添付する場合の取扱いは管轄の法務局にご確認ください。
テンプレート提供：士業AI（shigyo-ai.com）
